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探究の問いの立て方
内田洋行New EDUCATION EXPO2023基調講演

「「主体性」と「探求の力」が求められる－個人化・個性化の現代社会－」（2023年6月10日）

溝上 慎一 Shinichi Mizokami, Ph.D.

http://smizok.net/    
E-mail  mizokami@toin.ac.jp

【プロフィール】1970年生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京都大学助手、講師、准
教授、2014年教授を経て2018年に桐蔭学園へ。桐蔭横浜大学学長（2020-2021年）。京都大学博士（教育学）。

＊詳しくはスライド最後をご覧ください

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

学校法人河合塾 教育研究開発本部 研究顧問

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
公益財団法人電通育英会の助成を受けて行われています



内田洋行New EDUCATION EXPO2023基調講演「「主体性」と
「探求の力」が求められる－個人化・個性化の現代社会－」

（2023年6月10日）

＜内容＞

① イントロダクション（復習）

② すべてを教えてくれない現代
の学校教育

－求められる主体的・探究的な学び－

③ 探究的な学習の進め方



・基本は学習パラダイムに基づく外化（＝インサイドアウト思考）

探究の問いの立て方

溝上慎一 (2023). インサイドアウト思考——創造的思考から個性的な
学習・ライフの構築へ 東信堂（2023年6月末刊行予定）

（参考）溝上慎一 (2020). 社会に生きる
個性―自己と他者・拡張的パーソナリ
ティ・エージェンシー－ 東信堂

他者との対話
（ペアワーク・グループワーク）



・5W1H思考

（参考）渡邉光太郎 (2017). シンプルに
結果を出す人の 5W1H思考 すばる舎

・Who（誰が）
・When（いつ）
・Where（どこで）
・What（何を）
・Why（なぜ）
・How（どのように）

・SWOT分析
スウォット





No156) ライフサイク
ル思考－松本真哉先生
（横浜国立大学教授）
の資料スライドより




